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１ はじめに
昭和48（1973）年の筑波大学開学以来，附属図書
館の蔵書は毎年数万冊ずつ増え続けています。旧
東京教育大学から引きついだ蔵書を含め，現在は
212万冊になりました。当館では，ネットワーク
をとおした情報提供サービスとして，これらの蔵書
目録を電子化したOPACに，電子的コンテンツを本
格的に提供するためのシステムを加え，電子図書
館システムを平成10（1998）年に導入しました。図書
館のホームページ(http://www.tulips.tsukuba.ac.jp/)
がその電子図書館の入り口になっています。当館
の電子図書館システムでは伝統的な図書館の
OPACと，仮想的な図書館の「蔵書」であるコン
テンツを一体のものとして構成し，情報の形態に
係わらず目的の情報に到達しやすいように工夫し
てあります。
現在，学位論文などの学内生産資料1,240点，
貴重書などの学内収集資料2,816点，電子ジャー
ナル2,725点のコンテンツがあります。このよう
にコンテンツが充実してくるにしたがって，電子図
書館へのアクセス件数が増加しました。平成12年
度のアクセス件数は年間50万回， 1 日平均1,300
回でした。
電子図書館サービスをさらに充実させるため
に，平成14年 1 月から新電子図書館システムに移
行する準備をしています。新電子図書館システム
では，個人向けサービスの拡充や動画を利用しや
すくするなど，様々な改善を計画しています。こ
れを機に，本誌では 4 回に分け，「シリーズ・電
子図書館の現状」を掲載することにしました。シ
リーズの第 1 回は書誌情報データベースについて
紹介します。第 2 回は「コンテンツ」，第 3 回は
「高精細画像」，第 4 回は「新電子図書館システム」
を紹介する予定です。
２ 書誌情報データベース（OPAC）
電子図書館システムの利用者はOPACの書誌情
報データベースから，リンクをたどってコンテン
ツへと導かれる仕組みになっています。
書誌情報データベースは目的の情報を
入手するための第一段階の役割を担っ
ています。書誌情報データベースには
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利用者用端末のWebブラウザの認証開始について
セキュリティ保持のため，2001年 9 月から，利
用者用端末（※）で動くWebブラウザを使用する
際，ログイン名とパスワードによる認証が必要に
なります。具体的には，Webサーバに対して情報
を発信しようとすると最初の一回だけログイン名
とパスワードが要求されるようになります。
ご不便をおかけしますが，ご理解とご協力をお
願いします。
詳しくは，
http://www.tulips.tsukuba.ac.jp/pub/user-terminal.html
のページをご覧ください。
（※）図書館内の教育用計算機端末は既に認証シス
テムが導入されています。
書名，著者名，分類番号，その他の情報が記録さ
れています。書誌データは，和書は「日本目録規
則」，洋書は「英米目録規則」に基づいた形式で
記録しています。
３ OPACのなりたち
当館は，図書館業務の電算化に早くから取り組
み，TULIPS図書館システムを当館独自のトータ
ルシステムとして開発しました。TULIPSの目録
システムはLCMARC（米国議会図書館機械可読
目録）の書誌データをダウンロードできる本格的
なものでした。昭和59（1984）年までの数年間で50
万冊の書誌情報データを作成し，初期入力を終了
しました。この時点では，旧東京教育大学旧分類
図書56万冊の入力はその後の課題として残りまし
た。
昭和61（1986）年には，当館を第56回国際図書館
連盟（IFLA）東京大会の見学ツアーが訪れました。
館内案内のほか目録システムを始めとするデモを
行い，先進的な図書館システムとして注目されま
した。当館ではその後もTULIPS図書館システム
の改善に努め，インターネットが一般に普及し始
めた平成 5 （1993）年にはtelnet版OPAC，平成 8 
（1996）年にはWeb版OPACを公開しました。前記
の電子図書館システムは，このTULIPS図書館シ
ステムを発展させたものです。
４ 遡及入力
「貴重な図書がたくさん揃っている旧東京教育
大学図書館の蔵書をOPACで検索できるようにし
てほしい」という利用者からの要望に応え，懸案
になっていた56万冊の旧東京教育大学特殊分類図
書を対象として，新たに書誌情報データを作成す
る作業（遡及入力）を平成 8 （1996）年から開始し
ました。まず始めに中央図書館本館 1 階，中 2 階
に配架してある25万冊に着手し，5 年間でほぼ入
力作業を終えあとわずかを残すだけとなりまし
た。
続いて，平成10年度から和古書，漢籍などの和
装本15万冊の入力を開始しました。和古書や漢籍
の書誌データ作成には，書誌学の伝統に則った細
かな配慮が必要とされます。関係の先生方，大学
院生の方々のご協力を得ることができ，困難な作
業ですが，順調に入力を進めています。和装本の
中には，旧東京教育大学旧蔵書ならではの貴重な
資料が多く，全国の研究者から多くの問い合わせ
が寄せられています。
このように蓄積されてきた書誌情報データベー
スは，現在では全蔵書の87％をカバーするように
なりました。この入力率は同じ規模の蔵書を持つ
大学図書館としては屈指といわれています。
今後も書誌情報データベースの充実・改善に努
めていきますので，学習・研究に活用してください｡
身分証のバーコードの番号�
（数字12桁）を入力します。�
OPACで自分の貸出・�
予約状況を確認する時の�
パスワードを入力します。�
